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広島大学　学部・附属学校共同研究機構研究紀要
〈第40号　2012．3〉

Atsuo Nakashima, Kazuo Kikkawa， Hiroko Yamato， Masazou Uchida，Kazuyo Nakamura: Developing art and 
handicraft lessons to cultivate elementary and junior high school children’s aesthetic feelings ―Application 
of the new bloom’s taxonomy to art education―

美意識を育む図画工作科・美術科の授業開発
―タキソノミーテーブルの開発実践を通して―

中島　敦夫　　吉川　一生　　大和　浩子　　内田　雅三
中村　和世

１．はじめに　
　新学習指導要領1）では，「形・色・イメージ等」を
キーワードにした共通事項が新たに示され，図画工
作・美術科の中でつけたい資質や能力がより明確化さ
れた。今日，義務教育９年間の中で，図画工作・美術
科という教科の中で，また，個々の題材を通して，子
どもたちにどのような力を付けていくのかが改めて問
われている。つけたい力を明確化して授業の目標・課
題を設定していくことは，授業改善及び教科の目標を
達成していくことにもつながっていく。このことは，
図画工作・美術科の学校教育における重要性を再認識
していく意味でも欠かせないことである。
　これまで私たちは，３Ｈ美術教育2）で提唱されてい
る生きる力に向かう美術教育を実現することを目標に
して，「美意識」を育む取り組みを模索してきた。美
意識を育むことは，子どもたちが自分なりの感性を働
かせて学習を進めていくために有効に働くと考えてい
る。昨年度は，「美意識を育む図画工作科・美術科の
授業開発～創造的思考力の育成と関わって～」3）と題
して，ポートフォリオ評価法の開発・実施やタキソノ
ミーテーブルを基にした評価の指標の作成を行うこと
ができた。そして，表１のようにつけたい力を整理す
るに至っている。今年度はタキソノミーテーブルの具
体的な活用を通して子どもたちにつけていきたい力を
明確にしながら，創造的に生きるために必要な美意識
を育むための授業開発を行いたい。

２．研究の概要
（１）目指す子ども像
　美的体験を重ねる中で，自分が美しいと感じる価値
を認識し大切にする態度を身につけ，さらに他者の価
値観を理解しようとし，自他ともに美意識を高めよう
とする子ども。

（２）本研究における美意識の定義

　「美意識」は，「美に関する意識。美に対する感覚・
知識」4）と辞書的には説明されている。また，『美学辞
典』によると心理学的立場では美的態度における意識
過程をさし，哲学的観点では美的価値に関する直接的
体験5）を意味する。
　さらに美意識は活動様式から見て美的享受あるいは
美的観照と芸術創作の２面とかかわっている。この両
者の間には緊密な関係があり，本質部分では統一的で
あることが認識されている。6）私たちも美意識は，授
業における創作活動及び鑑賞の活動両方で働くもので
あると考えている。子どもたちは，美的享受・美的観
照を含む鑑賞活動において自分なりの視点を持って作
品をみたり，創作活動の中で自分なりのこだわりを
もって作ったりしている。これらを踏まえて，私たち
は美意識を，鑑賞活動・創作活動を含めた造形的な活
動の中で働く「美しさやよさに関する価値の意識や感
情」と定義している。
　しかしながら，何をもって「美」と感じるかは個に
よって違う主観的なものである。同じ現象であっても
受け止める側によってそれが美であることも，そうで
ないこともある。つまり，美意識とは個々によって異
なる「美的な価値観」と言い換えることができるであ
ろう。この極めて個人的な価値観に，美術教育を通し
てよりよい生き方を追究するという視点を加えるなら
ば，個人的・主観的な価値と同時に，自分を取り巻く
他者や文化とかかわっていこうとすることに価値を見
出す意識を育てていく必要性がある。なぜなら，文化
を継承し発展させていく大きなうねりを生み出すため
には，個人が他者の美意識とともに社会との関係の中
で伝統を理解することが必要であり，それを通して文

美しさやよさに関する価値の意識や感情
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化の基盤となる個人の美意識の成長・成熟が可能とな
ると考えるからである。

（３）美意識が育まれる過程
　美意識を構成する心的要素として感覚・表象・連
合・想像・思考・意思・感情などが挙げられ，これら
の要素の複合体に過ぎないとされている。7）これらの
要素は，「感性」「知性」「技能」につながるものである。
　本研究では，「感性」と「知性」そして「技能」が
相関的にかかわることによって「美意識」が育まれる
という仮説を立てている。（図１参照）

（４）美意識を育むための学習指導の方法
①タキソノミーテーブルの開発・実践
　タキソノミー 8）とは，ブルームの提唱した評価の考
え方で，現行学習指導要領の観点別評価４観点はこの
タキソノミーを応用して設定されている。タキソノミー
では，教育目標が以下の３つの領域に整理されている。
○認知領域：知識の記憶や活用からなる
○精神運動領域：運動技能や操作技能からなる
○情意領域：興味，態度，価値観からなる
　これらの３領域を簡潔に要約すれば，認知は知識・
理解，情意は感情・情緒，精神運動は技能・技術に関
する領域と見なすことができる。
　近年，クラスウォールらによって，ブルームが前世
紀後半に提唱したタキソノミーを継承・発展させた

「新タキソノミー」が提唱されている。本研究ではこ
の新タキソノミーを美術教育の評価に応用するべく，

認知領域・情意領域・精神運動領域の３領域に，自己
知識や自己調整力の側面として「メタ認知」を加えた
目標群の試案を作成した。（表１参照）今年度は，学年・
題材レベルでのタキソノミーテーブルを基にしてつけ
たい力を明確にした指導を行なっていく。
② 「感性」・「知性」・「技能」が相関的に関わるための

具体的な指導方法
・多様なイメージを持って活動するために
　バズセッションやブレーンストーミング，イメージ
マップなど思考法を用いながら学習を行っていくよう
にする。他者と関わりあいながら意見を出し合う中で
イメージを拡げ，自分の表したいイメージを持つよう
にしていく。
・見通しを持って活動をするために
　試しの活動やアイデアスケッチを描く活動などを取
り入れる。初めて出会った材料や道具に対して自分が
どのようにかかわっていくか見通しを持つことは欠か
せないことである。体験を通して材料や道具にかか
わっていく中で子どもたちは創造を拡げていく。そし
て，それを表現することで自分なりに見通しを持って
活動できるようにする。

３．研究の目的
　小中一貫９年間での図画工作科・美術科におけるタ
キソノミーテーブルの開発を通して指導方法を系統立
て，子どもたちに生涯を通じて創造的に生きるために
必要な美意識を育むための授業開発を行う。

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

「感性」（情意領域） 
・色，形などから感じる力 
・動き，奥行きなどから感じる力 
・自分なりのイメージを働かせてい

く力 
・材料の特徴から感じる力 

「知性」（認知領域） 
・色・形を工夫する力 
・動き・奥行きを工夫する力 
・既習事項を活用する力 
・用具を選択する力 
・材料を選択し，組み合わせを工

夫する力 

新しい文化 生活や社会の中で生きる力 美意識 

「技能」（精神運動領域） 
・色・形を表現する力 
・動き・奥行きを表す力 
・イメージを表す力 
・用具を適切に使う力 
・材料を適切に使う力 

 

「感性」・「知性」・「技能」が 
相関的に関わるための活動 

・イメージマップの作成 
・集団での学び合い・練り上げ 
・ポートフォリオ評価法の開発実践 
・アイデアスケッチを描く活動 
・相互鑑賞  等 

 

 

図１　美意識が育まれる過程
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４．研究の方法
　美意識を育むために適切な授業開発ができていたか
という視点から以下の方法で検証を行う。
①　アンケートの実施
　認知・精神運動・情意・メタ認知の４つ領域に合わ
せた設問を作り，アンケートを取る。昨年度の結果と
比較をして研究の成果と課題を探る。
② 　研究授業の実施及びタキソノミーテーブルの妥当

性の検討
　タキソノミーテーブルを作り，研究授業などを行
なって実践する。事後に振り返りをし，タキソノミー
テーブルのよりよい活用法について検討を行う。そこ
から次年度以降の実践につながるようにする。
③　子どもの作品分析
　ポートフォリオや作品分析をもとにして子どもたち
の学習の様子を振り返り，分析を行う。そこから題材開
発や授業作りの中でどのような手立てが有効であるか，
また今後，どのような改善ができるのかを探っていく。

５．研究の実際（実践事例）
（１）題材について
○題 材 名　「○○な焼き物ダルマを作ろう」
○学　　年　小学校２年生　38名
○実施時期　平成23年10月～平成23年11月
○題材の概要
　本題材は三原市の民芸品である三原達磨を陶芸用粘
土を使って作る活動である。「○○な焼き物ダルマを
作ろう」の○○の中には「かっこいい」「かわいい」「お

もしろい」などの自分なりの目標を設定し活動に取り
組む。陶芸用の粘土は火を通すことで初めに成形した
ときとは変わっていくという不思議さを感じることが
できるものである。学園内や自分が住んでいるところ
などの土を混ぜて自分だけの粘土を作り，それを使っ
て成形していくことで，活動により主体的にとりくめ
るようにする。作品完成までに，これまでに学習した
技能を生かしたり，新しく学習した技能を組み合わせ
たりしながら表現に生かしていく。
　本学級の子どもたちは，指示を落ち着いて聞き言わ
れたことを確実にこなすことはできる。しかし，自ら積
極的に題材にかかわったり，発想したりすることは苦手
である。アンケート（平成23年４月実施）でも初めての
題材に抵抗を感じている子どもが50％以上いた。これま
での活動では５月に ｢土って気持ちがいいね｣ という題
材で，土の感触を楽しんでいる。また，６月には「紙粘
土をつくろう」で身近にあるものから材料を作り作品を
作る経験をしている。これまでの活動で，土に親しんだ
り，粘土を自分で作ったりすることには慣れてきてい
る。陶芸用粘土を使うのはこれが初めてである。
○題材の目標
・ 粘土の感触を楽しみながら，意欲を持って活動に取

り組むようにする。
・自分の目標に合った達磨を工夫するようにする。
・ 成形の基礎的な技能を身につけ，自分のイメージに

合った技法や材料を選んで表現に生かすようにする。
・ 作品の色・形・模様のバランスなどを考え，身の回

りにある焼き物に対する見方を広げるようにする。

                   認知プロセス次元 知識の次元 
１ 思い出す/理解する ２ 応用する/分析する ３ 評価する/創造する/内面化する 

事実的知識 
（美術用語，造形の要
素と原理） 

これまでの記憶から，美術用語や造
形の要素と原理を想起して，新しい
学習内容に関連づけている。 

制作や批評・鑑賞の活動において，
状況に適した美術用語を用いたり，
造形の要素と原理を活用したりして
いる。 

認 
知 

概念的知識 
（題材のテーマのコ
ンセプト） 

題材のテーマのコンセプトを認識・
理解している。 

制作や批評・鑑賞の活動において，
題材のテーマのコンセプトを同定し
関連性を判断している。 

精 
神 
運 
動 

手続的知識 
（表現の技術と技法，
批評・鑑賞の方法） 

技法・技術を理解し習得する。 
批評・鑑賞の方法を理解し習得する。 

           情意プロセス次元            
感情の 次元 

１ 受容する/反応する   ２ 価値づけする/組織化する   
興味・関心・態度 
 

美的な現象や存在を受け入れようと
したり，それらに対して注意を向け
たりしている。 

情
意 

美的な価値観（美しさ
やよさに関する価値
の意識や感情） 

美的な現象や存在との出会いから，
自分の持っている価値の意識や感情
を喚起している。 

美的な現象や存在に見出される価値
を認め，その価値を自分の持ってい
る価値の意識や感情との関連で吟味
している。 

制作や批評・鑑賞の活動を通して，美
術用語や造形の要素と原理に関する新
しい認識を獲得している。 
 
題材のテーマのコンセプトをベースに
しながら，制作や批評・鑑賞の活動に
おいて，自分自身のコンセプトを深め
ている。 
 
習得した技法・技術を自らの制作に応
用している。 
 
習得した批評・鑑賞の方法を自らの批
評・鑑賞に応用している。 
 
制作や批評・鑑賞の活動を通して，よ
さや美しさに対する価値の意識や感情
を再構成している。 

メタ認知の次元 １ 思い出す/理解する ２ 応用する/分析する 
自己知識 制作や批評・鑑賞において自分らし

さが表れている点を分析している。 

メ
タ 
認
知 自己調整 

ポートフォリオ等からこれまでの学
習を思い出している。 

制作や批評・鑑賞において改善すべ
き点を見出している。 

自分らしさや改善点の認識に基づい
て，自分なりの美意識を形成したり深
めたりしながら，制作や批評・鑑賞の
活動に取り組んでいる。 

表１　図画工作・美術科のタキソノミーテーブル



― 252―

○学習計画（全５時間）
　第１次　 神明市の様子を調べ，創造を膨らませよう

（２時間）
　　　　・ 神明市の映像からダルマに興味を持ち三原

達磨について調べよう。
　　　　・調べたことからイメージマップを作ろう。
　第２次　自分だけの焼き物達磨を作ろう（２時間）
　第３次　附属三原ダルマ市を開こう（１時間）
○本題材のタキソノミーテーブル

が見られ活動を楽しんだ様子が伺われた。アンケート
では，全員が ｢とっても楽しかった｣ あるいは「楽し
かった」と答えており粘土造形への意欲付けにつな
がった。

認知プロセス次元 知識の次元 
１ 思い出す/理解する 

事実的知識 
（美術用語，造形
の要素と原理） 

・どべの意味を知っている。 
・空洞を作る方法を理解する。 
・紬薬の役割が分かる。 
・色付けの意味が分かる。 

認 
知 

概念的知識 
（題材のテーマ
のコンセプト） 

・○○に当てはまる部分を設定する。 
 

精 
神 
運 
動 

手続的知識 
（表現の技術と
技法，批評・鑑賞
の方法） 

技法・技術を理解し習得する。 
批評・鑑賞の方法を理解し習得する。 
・どべをつかって接着する。 
・達磨の形を成形する。 
・心材を使って空洞を作る。 
「○○さ」を表現する。 
・紬薬を塗る。 
・色付けをする。 

情意プロセス次元 感情の 次元 
１ 受容する/反応する  

興味・関心・態度 ・生活経験を振り返って題材とむすびつ
ける。 
・作りたいもののイメージを持つ。 情

意 美的な価値観（美
しさやよさに関
する価値の意識
や感情） 

・〇○らしいダルマにするために△△す
る。 

・活用する技能(空洞を作る焼成・粕薬)
に興来を持つ。 

・活用する技能(空洞・廃成・紬薬など)
に価値を見出す。 

メタ認知の次元 １ 思い出す/理解する 
自己知識 

メ
タ 
認
知 自己調整 

・○○さについて自分なりに振り返る。 
・発想・成形・色付けなどについて振り

返る。 

 

表２�「○○な焼き物ダルマを作ろう」のタキソノミー
テーブル

（２）学習の実際

　粘土を扱う活動の前に，泥遊びをする活動を「土は
友だち」と題して行った。校舎裏の広い畑を使って行
うことで開放感の中で活動に取り組みやすくした。ま
た，裸足になって土の感触を体全体でとらえられるよ
うにした。最初は抵抗がある子どもも見られた。しかし，
周囲で川を作ったり，水を含ませて泥にしてお城や山
などを作ったりする子どもが増えるにつれて，誘われ
るように活動に入り込んでいくことができていた。
　事後の子どもの感想には「はじめはぶにゅぶにゅで
気持ち悪かったけど，慣れてきたら気持ちよくなって
きた。」「水を混ぜたら粘土みたいに固めることができ
たので，いろんなものを作ってみたよ。」などの感想

活動までに題材に関連した活動を意図的に行う

図２　泥遊びをしている様子

　これまでは題材に対する子どもの持っている限られ
たイメージから活動を始めることが多かったため生活
経験の差が大きく活動に対する意欲や関心にもばらつ
きが見られた。そこで，題材のもととなる三原達磨に
ついて調べる時間をとった。調べていく中で三原達磨
には以下の３つの特徴があることを見つけた。
○鉢巻をしていること
○はじめから目が入っていること
○ 中に小石が入っておりそれが鳴ることで願いが成る

という意味がこめられていること
　これに関連して，三原の特産である，たこの形をし
たものや変わった面白い達磨があることを見つける子
どももいた。

　「○○な動物」や「○○なダルマ」というように○
○にあたる部分を自分で設定することによって造形要
素に着目した活動を意欲的に行うことができると考え
た。「はじめに」でも述べたように生涯にわたって主
体的に美的活動にかかわっていくためには，させられ
るのではなく，目的や意図を持って題材に取り組む態
度が大切だと考える。自分で目標を設定すれば，それ
を達成するための工夫も何となくや思いつきの工夫で
はなく，○○らしく見せるための意図のある工夫とな
る。それが実際の造形活動でも意識され，さらには，
できあがってからの鑑賞活動においてもその視点が継
続されるのである。自分で目標設定することによって，
最後まで意欲を維持していくことができると考える。
本題材では，○○の中に，「強そうなだるま」と入れた
り，「いらっしゃいだるま」と入れたりしていた。｢強
そうな｣ と入れた子どもは ｢強そう｣ に見えるための
工夫をワークシートに書き込み，「いらっしゃい」と
入れた子どもは歓迎しているように見えるための工夫
を具体的に書き込んでいくことができていた。するこ

題材について調べる活動を行う

目標を自分で設定して活動に取り組む
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とが明確になることによってモチベーションを維持し
ていくことができていた。

ていく形になりとても煩雑であった。題材によって重
点になる領域が異なるので，年間の計画を立てる際に
タキソノミーテーブルの配列も同時に考え，１年間
トータルですべての領域の評価を行い次のステップに
つなげていくような評価のシステムにしていかなけれ
ばならない。

６．成果と課題
（１）アンケートから
　今年度は諸事情により，実践が小学校のみとなっ
た。そのため，アンケート結果も昨年度の小学生の数
値と比較している。情意と精神運動の一部では数値は
上昇したものの他の領域（特に認知とメタ認知）で，
数値が下がっている。
　認知面では，制作時や鑑賞時のイメージができない
という回答がみられる。実践の中で，イメージマップ
やためしの時間の確保などでイメージを耕す時間を
とって，十分なイメージを持つことができるようにし
てきたが，授業中の様子では気づかなかった点であ
る。この背景には子どもたちの表現に対する要求が高
まってきたことが考えられる。また，題材に応じて柔
軟に題材の提示の仕方や授業展開の工夫を考えていき
たい。
　また，メタ認知にかかわる自己評価は，昨年度より
も下回った。メタ認知の項目自体も他の項目よりも低
い数値になっている。これは昨年度から続く課題であ
り，今年度は，昨年度から積み上げてポートフォリオ
評価法を行なってきたが，アンケートでは思ったよう

図３　児童作品

（３）成果と課題
　「○○なダルマ」を作ろうという課題設定で制作に
取り組んでいくことでより自発的に題材に取り組む姿
が見られた。○○らしく見えるためにどのような工夫
をしたらよいのかを考えることで，受身ではなく自ら
設計して活動するという体験をすることができたと考
える。また，この題材までに関連した題材を計画的に
行ったり，調べたりする活動を通して，題材に対する
深い理解と興味関心を喚起することもできたのではな
いだろうか。
　タキソノミーテーブル（表２）は，低学年の発達段
階を考えて認知プロセス次元の「１思い出す／理解す
る」段階のみを想定して行った。タキソノミーテーブ
ルがあることで実際の子どもの活動場面を看取ってい
く際に視点が明確になっており，客観的に評価してい
くことができた。ただ，今回はすべての領域で見取っ 
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表３　アンケート結果（上が平成22年度，下が平成23年度）
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な成果を上げることができなかった。反省点としては，
ファイリングの時間が思ったよりもかかってしまい，
授業の中では時間が足りずに確保できなかった反省が
ある。今後は，一枚ポートフォリオの作成などを考え
ていきたい。
　また，ポートフォリオを活用した学習展開の工夫も
欠けていた。ポートフォリオ評価法のさらなる改善・
工夫はもとより，ポートフォリオ評価法以外での工夫
の必要性も感じた。

（２）タキソノミーテーブル
　タキソノミーテーブルは，表２にあるように発達段
階や題材に合わせて，より具体的なものを作成した。
尚，表２のものは事後に実践を受けて，より視点を明
確にして具体化したものである。来年度は，学年全体
の中での位置付けを考え，年間を通して育んでいくと
いう視点を加えていきたい。また，それぞれの項目が
授業の中のどの時間に相当するのか，より具体的にす
ることでより焦点化した指導を行なっていきたい。

７．おわりに
　アンケートでは，課題が多く出てきたが，子どもた
ちの授業中の姿やワークシート等への記述，完成した
作品をみると，「美意識」の高まりは確実に感じられ
る。また，タキソノミーテーブルも題材に合わせて施
行をしていくたびによりよいものへとなりつつある。
しかし，メタ認知の領域では，さらなる改善が求めら
れている。来年度は，授業の視点をしっかりと持ち，
メタ認知の領域を中心課題として，研究を進めていき
たい。
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